
加賀ライオンズクラブさんから図書贈呈〔１１月２５日（火）〕   

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

～校長講話より抜粋～  

 「社会を変える」方法を知っていますか？社

会を変える方法の１つはルール（法）を変える

ことです。辛い人が居なくなるように社会を変

えると社会は幸せになります。皆は体育祭で運

動の苦手な子が楽しめるよう「WINWIN ポイ

ント」を考えました。今度は文化祭の合唱で考

えてみてください。歌が苦手な子や当日ステー

ジに上がれない子も一緒に合唱パフォーマンスを楽しく創れる手立てを考えて下さい。今

年から楽器やダンス、映像や効果音など歌以外の表現方法を可能とするルール改正をしま

す。  

―Together ポイント―（各クラスが実施したものの中からの例）  

 生徒達はこれ以外にも、効果音を使った入場や練習課程での共同作業など工夫を凝らし

て私たちを感動させてくれました。3 年生の歌は 1 組も 2 組も何度でも聴きたい素晴らし

い合唱パフォーマンスでした。  

 

  

加賀ライオンズクラブさんから 21 冊（16 万円相当）の図書を寄付

いただきました。加賀ライオンズクラブさんは、長年毎年加賀市の中

学校１校と小学校 3 校に寄付を続けられているとのことです。当日

は会長の今井さん自ら本を抱えて来校していただきました。大切に読

ませていただきます。重ね重ねありがとうございました。  

辛い立場の人  手  立  て  

歌が苦手  場所を上手い人の近くにする。男子パートに女子が応援参加。  

歌詞が覚え切れない  歌詞カードを用意。歌詞カードを見ながら歌う。  

壇上で参加できない  歌に合わせたスライドや動画作成・パソコン操作等。  
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自彊日新

【学校教育目標】 

「自律・対話・挑戦の意志を持って主体的に生きる生徒の育成」 

合唱コンクール（スワントン祭）Together ポイント〔１１月１４日（金）〕 

 合唱コンクールのルール改正    『歌だけで無く他の表現も可能とする』   
目的  「歌うのが辛い人・苦手な人・ステージに登壇できない人も一緒に音楽を創る」  



薬物乱用防止教室〔１２月１２日（金）〕  

 

KAGA STEAM FES ２０２５〔１２月１３日（土）〕  

 

 

 

3 年家庭科の保育の学びとして、スワトン保育園の子ど

も達との交流会 PART2 が行われました。荒天の中の移動

ということで予定を変更して、片中生がスワトン保育園

を訪問する形となりました。かわいい園児たちと遊ぶ時

間は、受験を控えた 3 年生とって癒しの時となったよう

です。スワトン保育園の皆さんご協力ありがとうござい

ました。  

 

 

南加賀保健センターのＫさんを招いて、薬物乱

用未然防止と乱用の根絶に向けて薬物乱用防止教

室を開きました。オーバードーズのお話しを中心

に、最近広まりつつある若者の違法ドラッグの恐

ろしさについても触れていただきました。様々な

薬物の標本などを展示しながら具体的なお話しで

とても勉強になりました。  

 

 

 昨年度から始まった総合授業の発表会

（加賀市の小・中・高校合わせて 25 校参

加）に本校から 2 チーム参加しました。

「加賀お輿し」と「SDGｓ」を意識した

取組をポスターセッション方式で発表し

ました。取組の内容を紹介します。『環境

問題のカードゲーム』と題してカードゲ

ームで環境問題を考えようというもので

す。実際に会場で参加者にカードゲーム

を体験していただきました。もう一つは

『廃材を利用して学校に彩りを』と題して廃材を再利用してモニュメントを作成し地域を

彩り元気にしようという取組です。現在、職員玄関を彩ってもらっています。  

                         

 

 

スワトン保育園との交流 part２〔１２月５日（金）〕  

 

【オリジナルカード】 

【LED がプログラムで点滅します】  


